
 

 

去る８月 22・23 日、全国高Ｐ連全国大会茨城大

会へ参加いたしました。「歴史の町で変革を!!」～新

たな時代が目に入らぬか～のテーマのもと、茨木県

水戸市を中心に盛大に開催されました。全国から集ま

ったＰＴＡの方々の熱気に圧倒されつつ、高校生のア

トラクションを拝見する時間があったりと、盛りだく

さんの内容でした。一部紹介しご報告といたします。 

第１日目は第３分科会に参加したしました。「新・

生きる力と家族の絆」～子どもの心に風邪をひかせな

い～というテーマで石田智惠子氏の講演を聞きまし

た。講演テーマは、「子育ては、気力・体力・経済力」でした。 

・どんなことがあっても子どもを見放さない 

・帰る場所があなたにはある！ 

・子どものどんな要望もＮＯと言わない 

・子どものためなら、親の謝る姿も子どもに見せる 

など、未来はあっという間に過去になる。だから今を大切

に。自分の事も大切に！という心に響く言葉がたくさんあり感動しました。 

第２日目は、本大会への参加者が多く、バスの遅延から、会場内で

の着席が叶わず、立ち見まで出るほど盛況だった二所ノ関寬
ゆたか

部屋親方

（横綱稀勢の里関）の講演でした。 

演題は「人材育成の不易流行」。不易流行とは、いつまでも変化し

ない本質的なものを忘れない中にも、新しく変化を重ねているものを

も取り入れていくこと、つまり、古き良き時代の伝統は重んじるが、

時代の流れも今の時代に合ったやり方で、二所の関部屋の運営、弟子の育成に向かわれてい

るお話でした。 

横綱自身が相撲界を引退後早稲田大学大学院で学ばれたことが相撲部屋の運営に深くつなが

り、大の里など幕内力士を輩出しておられます。 

子育てはいつの時代も親の大きなテーマです。大切な弟子たち

は、自分の子どものように接しておられる姿が印象的でした。親方

も弟子も色々な試練を超えて相撲道に邁進しておられます。今回の

講演会を通して、保護者として子どもの何を見て、何ができるかを

考えさせられる大会でした。 
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